
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
8
月
16
日
か
ら

降
り
続
い
た
大
雨
は
、
兵
庫
県
に
お
い
て

は
特
に
丹
波
市
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害

を
引
き
起
こ
し
た
。
大
雨
の
原
因
は
前
線

の
停
滞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
京
都
府

福
知
山
に
隣
接
す
る
丹
波
市
を
流
れ
る
由

良
川
水
系
竹
田
川
の
市
島
雨
量
観
測
所
で

は
8
月
15
日
か
ら
8
月
17
日
ま
で
の
累
加

雨
量
が
3
4
9
㎜
に
達
し
、
そ
の
す
ぐ
北

側
の
北
岡
本
雨
量
観
測
所
で
は
同
じ
く
累

加
雨
量
4
2
0
㎜
、
時
間
最
大
雨
量
91
㎜

を
記
録
し
た
。
図
1
に
8
月
16
日
に
お
け
る

24
時
間
雨
量
分
布
を
示
す
が
、
上
記
観
測

所
付
近
で
非
常
に
局
所
的
な
降
雨
が
発
生

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
雨
域
は
竹
田

川
支
川
の
前さ
き

山や
ま

川
流
域
を
包
み
込
む
も
の

で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
特
に
前
山
川
流
域
に

お
け
る
被
害
が
集
中
し
た
。 

被
害
状
況 

　

こ
の
た
び
の
豪
雨
に
よ
る
人
的
被
害

は
、
死
者
2
名（
川
西
市
1
名
、
丹
波
市
1

名
）・
重
傷
1
名（
丹
波
市
）・
軽
傷
3
名

（
丹
波
市
）
、
住
家
の
被
害
は
、
全
壊
17
棟
、

大
規
模
半
壊
8
棟
、
半
壊
39
棟
、
一
部
損

壊
8
棟
、
床
上
浸
水
1
5
8
棟
、
床
下
浸
水

9
6
3
棟
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
土
砂
崩
れ
は
丹
波
市
市
島
町
徳

尾
地
区
な
ど
で
72
個
所
、
河
川
災
害
は
前

山
川
な
ど
16
河
川
1
2
4
個
所
に
お
い
て

護
岸
損
傷
お
よ
び
浸
食
が
発
生
し
、
徳
尾

川（
前
山
川
支
川
、
鴨
阪
橋
上
流
付
近
）
で

は
河
道
閉
塞
に
よ
る
河
川
流
の
越
流
氾
濫

が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の
被
害
の
大
部
分

は
丹
波
市
に
集
中
し
て
発
生
し
た
。

　

流
出
土
砂
量
は
50
万
㎥
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
道
1
7
5
号
線（
神
戸
市

か
ら
福
知
山
市
へ
の
幹
線
道
路
）に
か
か
る

八
日
市
橋
は
、
河
道
の
側
岸
浸
食
や
局
所

洗
掘
の
影
響
で
落
橋
し
、
現
在（
2
0
1
4

（
平
成
26
）
年
11
月
）
で
も
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
。 

兵
庫
県
丹
波
市
に
お
け
る

河
川
災
害
調
査
報
告 
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図1
8月16日最大
24時間雨量

（兵庫県） 

図2　前山川における調査域（矢印は土砂崩壊個所） 
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現
地
視
察
調
査 

　

現
地
視
察
調
査
は
8
月
21
日
に
由
良
川
水

系
前
山
川
を
中
心
に
実
施
し
、10
月
24
日
に

再
調
査
を
行
っ
た
。調
査
範
囲
と
こ
の
間
の

土
砂
流
出
の
状
況（
矢
印
）を
図
2
に
示
す
。

こ
れ
よ
り
、前
山
川
の
北
側
の
斜
面
か
ら
数

多
く
の
土
砂
流
出
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。本
稿
で
は
対
象
を
徳
尾
川
に
お
け

る
土
砂
災
害
と
八
日
市
橋
の
落
橋
に
絞
っ
て

報
告
す
る
。 

　

徳
尾
川
は
前
山
川
に
流
入
す
る
支
川
で
あ

る
が
、山
腹
か
ら
の
大
量
の
土
砂
流
入
に
よ

る
河
道
閉
塞
や
鴨
阪
橋
で
の
流
木
の
堆
積

に
よ
り
、河
川
流
の
越
流
氾
濫
が
広
範
囲
に

発
生
し
た
。
図
3
に
示
し
た
兵
庫
県
防
災
ヘ

リ
か
ら
の
画
像（
8
月
17
日
撮
影
）
よ
り
そ

の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
図
4
は
鴨
阪
橋
に

引
っ
か
か
っ
た
大
量
の
流
木
で
あ
り
、河
道

を
完
全
に
閉
塞
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
、
10
月

24
日
の
再
調
査
の
際
に
は
堆
積
土
砂
は
ほ
ぼ

撤
去
さ
れ
、元
の
河
道
が
復
元
さ
れ
て
い
た

（
図
5
）
。 

　

八
日
市
橋
は
前
山
川
が
大
き
く
屈
曲
し
た

水
衝
部
の
下
流
側
に
位
置
す
る
（
図
6
）
。
図

7
に
被
災
前
後
の
写
真
を
比
較
し
た
が
、水

衝
部
は
ハ
ー
ド
な
護
岸
で
は
な
く
か
ご
マ
ッ

ト
等
の
ソ
フ
ト
な
護
岸
で
保
護
さ
れ
て
い
た

が
、堤
防
満
杯
ま
で
増
水
し
た
流
れ
が
水
衝

部
で
あ
る
右
岸
の
側
岸
を
大
き
く
浸
食
し
た

結
果
、最
終
的
に
落
橋
を
引
き
起
こ
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
（
図
8
）
。側
岸
浸
食
面
の
高

さ
は
約
4
・
4
ｍ
で
ほ
ぼ
鉛
直
に
切
り
立
っ

て
お
り
、簡
易
計
測
に
よ
る
流
下
方
向
の
浸

食
長
さ
は
約
74
ｍ
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。10
月
24
日
の
再
調
査
時
点
で
は
落

橋
部
分
の
撤
去
、
流
失
部
分
の
埋
め
戻
し
、

お
よ
び
土
の
う
積
み
に
よ
る
河
岸
保
護
対
策

が
施
さ
れ
て
い
た（
図
9
：
無
人
機
に
よ
る

空
撮
写
真
）。

　

こ
の
た
び
の
丹
波
災
害
は
土
砂
崩
れ
に
起

因
す
る
災
害
が
多
発
し
た
の
が
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
災
害
前
の
台
風

12
号（
8
月
8
日
）や
11
号（
8
月
10
日
）に

よ
る
雨
で
地
盤
が
崩
れ
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、8
月
16
日
か
ら
の

大
雨
が
累
加
雨
量
約
4
0
0
㎜
、最
大
時
間

降
雨
約
1
0
0
㎜
と
い
う
局
所
的
に
集
中
し

た
豪
雨
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。河

川
整
備
計
画
に
お
い
て
山
地
の
保
全
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き

て
い
る
が
、今
回
の
よ
う
な
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
は
今
後
も
頻
発
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、さ
ら
な
る
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

本
報
告
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
兵
庫
県
総
合

治
水
課
か
ら
貴
重
な
デ
ー
タ
や
図
面
を
い
た

だ
い
た
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

国道
175号線

浸食部分

図8　八日市橋の落橋状況（8月21日）

八日市橋

図5　徳尾川の復旧状況（10月24日） 図6　前山川の水衝部と八日市橋

鴨阪橋

鴨阪橋

徳尾川

図3　 徳尾川における土砂崩壊と河道
閉塞（兵庫県防災ヘリ映像より）

図4　徳尾川における流木の集積（8月21日）

図9　八日市橋の復旧工事（10月24日）

浸食

図7　八日市橋の被災前後の状況

◦被災前 ◦被災後
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